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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
国
内
経
済
は
一
昨
年
の
秋
か
ら
の
経
済
不
況
が
依
然
と

し
て
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
政

に
お
い
て
は
昨
年
九
月
に
は
政
権
交
代
が
あ
り
国
、
地
方
を
取
り

巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
江
府
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
も
影
響
が
あ
る
も
の
と
懸
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
江
府
町
が
目
指
し
て
お
り

ま
す
「
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
に
一
層
の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
本
年
は
、
特
に
昨
年
末
、
着
手
い
た
し
ま
し
た
情
報
網
の
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
人
に
や
さ
し
い
」
施
策
を

実
施
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

������

　
本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
十
七
年
度
以
来
、
町
民
皆

様
と
共
に
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
結
果
、
お
蔭
様
で
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
今
後
も
財
政
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
努
力
い
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

　
ど
う
か
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

　
年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
町

民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
夢
と
希
望
に

満
ち
た
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
江
府
町
長
　
　
竹
内
敏
朗�
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本五・新二�

洲河崎・一旦�

佐川・大満�

美用・小原 �

吉原・西成・袋原�

池の内�
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柿原�
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申
告
が
必
要
な
方�

所
得
税
が
戻
っ
て
く
る�

場
合
（
還
付
申
告)

確
定
申
告
と
は�

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す�
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す�
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す�

◆◇還付手続きに必要な書類◇◆�
　源泉徴収票と印鑑（認印）のほかに、次の書類などが必要となります。�

○医療控除を受ける方は�

　支払った医療費の領収書（医療を受けた人別、病院別、薬局別に計算した明細書を持参してください）�

　保険などで補てんされる金額の明細書�

〔医療費控除の計算方法〕�

�

その年中に支払った医療費の額　－　保険金などで補てんされる金額　－　�

　＝医療費控除（最高200万円）�
�

○社会保険料控除（健康保険料・国民年金保険料など）を受ける方は・・・領収書・控除証明書など�

○生命保険料控除を受ける方は・・・支払保険料の証明書�

○地震保険料控除を受ける方は・・・支払保険料の証明書�

○住宅借入金（取得）など特別控除を受ける方は�

　登記簿謄本（鳥取地方法務局米子支局で発行）�

　住民票の写し（役場町民生活課で発行）　　　　　初年のみ�

　売買契約書の写しまたは請負契約書の写し�

　☆２人以上共有持分の方もそれぞれ１通でよい。�

　住宅取得資金などに係る借入金の年末残高証明書�

○介護保険の要介護１～５の認定を受けている方は、障害者控除の対象となる場合もあります�

①10万円または�
②所得金額×５％�
　①と②のいずれか少ない�
　方の金額�
�

( (
午　　後�曜日�日にち� 午　　前�

18�

19�

22�

23�

24�

25�

26�

1�

2�

3�

4�

5�

8�

9�

10�

11�

12

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

新道・高谷�

久連�

本一�

貝田�

宮市・宮市原�

本五�

洲河崎�

佐川�

杉谷�

大河原�

池の内�

尾之上原�

小江尾�

武庫�

御机・笠良原・栗尾�

農　業　青　色　申　告　　（　終　日　）�

農　業　青　色　申　告　　（　終　日　）�

8：40～11：00 13：10～16：00

会場：防災・情報センター　1階会議室�平成22年（2010年）�

納　税　相　談　日　程�

｝�

税
金
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た�

日
程
表
の
と
お
り
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い�

〜
　
納
税
相
談
は
二
月
十
八
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
　
〜�

　
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
一
年
間

の
す
べ
て
の
所
得
金
額
を
計
算
し
、

申
告
、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
手
続
の
こ
と
を
確
定

申
告
と
い
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
確
定
所
得
金
額
を
基
礎

に
し
て
計
算
し
た
税
額
と
給
与
な

ど
の
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
、
予
定
納
税
し
た
税
金
な
ど

の
総
額
を
比
較
し
、
税
金
の
過
不

足
を
精
算
す
る
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。�

【
所
得
税
】�

　
◯
商
工
業
・
農
業
・
医
業
・
漁

　
　
業
な
ど
か
ら
生
ず
る
所
得�

　
　
（
事
業
所
得
）
の
あ
る
方�

　
◯
地
代
・
家
賃
で
の
所
得
（
不

　
　
動
産
所
得
）
の
あ
る
方�

　
◯
土
地
・
建
物
な
ど
を
売
っ
た

　
　
所
得
（
譲
渡
所
得
）
の
あ
る

　
　
方�

　
　
な
ど
で
、
平
成
二
十
一
年
中

　
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、
所
得

　
控
除
合
計
額
を
超
え
る
方�

��

○
給
与
所
得
の
あ
る
方
で�

　
①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を

　
　
超
え
る
方�

　
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

　
　
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

　
　
る
方�

　
③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も

　
　
ら
っ
て
い
る
場
合
は
、
主
た

　
　
る
給
与
収
入
以
外
の
給
与
の

　
　
収
入
と
②
の
所
得
の
合
計
が

　
　
二
十
万
円
を
超
え
る
方�

　
④
給
与
の
支
払
を
受
け
た
と
き

　
　
に
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

　
　
て
い
な
い
方�

�

○
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
及

び
介
護
保
険
に
伴
う
申
告
が
必
要

な
方�

　
原
則
、
収
入
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
給
与
や
年
金
収
入
で
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
一
時

金
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

��

【
住
民
税
】�

○
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
二
十

一
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方
（
所

得
税
の
申
告
を
し
た
方
は
除
く
）�

�
○
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
農

業
ま
た
は
譲
渡
な
ど
の
所
得
合
計

が
二
十
万
円
以
下
の
方�

（
二
十
万
円
を
超
え
る
方
は
、
所

得
税
の
申
告
が
必
要
で
す
）�

�

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方�

����

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

方
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
所

得
税
の
還
付
申
告
に
よ
り
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
金
の
一
部
が
戻
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

○
家
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得

　
し
た
場
合�

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　
合�

○
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合�

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

　
し
て
い
な
い
場
合�

　
な
ど�

＊米子税務署の出張相談はありません。営庶業は、簡易な申告のみ受け付けますので、該当地区の日程に�

　お越しください。それ以外の方は、米子コンベンションセンター（ビッグシップ）で申告してください。�

　　　　　　詳しくは、役場町民生活課（電話　75－3223）におたずねください。�

２

月

�

３

月

�

＊営庶業・譲渡所得・山林所得は簡易な申告のみ受付けますので、該当地区の日程にお越しください。�
　それ以外の方は米子税務署で申告して下さい。�
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十
一
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の

二
日
間
、
福
島
県
の
天
栄
村
を
会

場
に
第
十
一
回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
際
大
会
（
主

催
：
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
ほ
か)

が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
、
十

一
月
十
三
日
に
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日

野
支
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第
七
回

日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
二
点
を
出
品

し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
全
国
各
地
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
世
界
各
国
か
ら
二
八

八
八
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
は
、

次
の
一
次
審
査
、
二
次
審
査
、
最

終
審
査
の
三
段
階
で
行
わ
れ
ま
し

た
。�

一
次
審
査
（
玄
米
で
の
審
査
）�

　
玄
米
の
状
態
で
食
味
計
と
よ
ば

れ
る
機
械
を
使
っ
て
計
測
。
食
味

計
で
八
十
五
点
以
上
獲
得
し
た
玄

米
が
二
次
審
査
へ�

二
次
審
査
（
炊
飯
し
た
状
態
で
の

審
査
）�

　
次
に
お
米
を
炊
い
た
状
態
を
味

度
計
と
よ
ば
れ
る
機
械
で
計
測
。�

最
終
審
査
（
食
味
鑑
定
士
に
よ
る

審
査
）�

　
一
次
、
二
次
の
審
査
の
合
計
点

が
二
〇
〇
点
満
点
で
百
八
十
五
点

以
上
（
上
位
四
十
位
）
を
獲
得
し

た
お
米
が
総
合
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
食

味
鑑
定
士
の
資
格
を
持
つ
三
十
人

の
審
査
員
が
、
実
際
に
食
べ
比
べ

を
行
い
、
投
票
に
よ
り
決
定
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
位
四
十
位

に
つ
ぐ
成
績
上
位
者
に
対
し
て
は
、

品
種
部
門
等
が
設
定
さ
れ
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

桑
原
さ
ん
特
別
優
秀
賞
受
賞
！�

　
本
町
か
ら
出
品
し
た
二
点
は
、

二
次
審
査
ま
で
進
み
、
う
ち
一
点

に
つ
い
て
は
、
食
味
九
十
一
、
味

度
九
十
一
、
合
計
百
八
十
二
点
を

獲
得
。
惜
し
く
も
最
終
審
査
で
総

合
部
門
へ
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
は
逃
し

ま
し
た
が
、
環
境
王
国
部
門
（
品

質
部
門
等
の
一
部
門
）
の
最
終
審

査
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
桑
原
巧

さ
ん
（
大
河
原
）
の
特
別
栽
培
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
部
門
の
金
賞
に

つ
ぐ
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
。
当
大

会
に
出
席
し
て
い
た
鳥
取
西
部
農

業
協
同
組
合
米
穀
課
の
加
藤
課
長

が
代
理
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

��������������

桑
原
巧
さ
ん
へ
受
賞
を
伝
達�

　
十
二
月
七
日
、
町
長
室
に
桑
原

茂
さ
ん
、
巧
さ
ん
親
子
を
お
招
き

し
、
第
十
一
回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
際
大
会
の
環

境
王
国
部
門
特
別
優
秀
賞
の
伝
達

式
を
行
い
、
竹
内
町
長
か
ら
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
応
募
総
数
二
八
八
八
点
の
中
で

最
終
審
査
へ
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
は
一

三
八
点
し
か
な
く
、
し
か
も
鳥
取

県
か
ら
は
初
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。�

桑
原
さ
ん
の
お
米
は
、
た
ん
ぱ
く�

第
十
一
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定�

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
際
大
会�

桑
原
さ
ん
（
大
河
原
）
が

桑
原
さ
ん
（
大
河
原
）
が�

　
　
　
　
　
　
特
別
優
秀
賞
受
賞
！

　
　
　
　
　
　
特
別
優
秀
賞
受
賞
！�

桑
原
さ
ん
（
大
河
原
）
が�

　
　
　
　
　
　
特
別
優
秀
賞
受
賞
！�

‥�

：
�

食味鑑定士による食味審査�

：
�

て
ん
え
い�
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「
第
一
回
環
境
王
国
認
定
市
町
村
に
よ
る�

連
絡
協
議
会
総
会
」
と
「
第
一
回
環
境
王
国�

サ
ミ
ッ
ト
in
天
栄
」
が
行
わ
れ
る�

て
ん
え
い�

環
境
王
国
認
定
制
度
と
は�

　
ま
た
、
同
大
会
一
日
目
に
は
全

国
で
八
つ
の
環
境
王
国
認
定
市
町

村
の
首
長
に
よ
る
「
環
境
王
国
認

定
市
町
村
連
絡
協
議
会
総
会
」
と

「
第
一
回
環
境
王
国
サ
ミ
ッ
ト
in

天
栄
」
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
竹

内
町
長
が
出
席
し
ま
し
た
。�

��

　
町
報
七
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、
本
町
は
平
成
二
十

一
年
六
月
三
十
日
に
全
国
で
六
番

目
、
西
日
本
で
は
初
と
な
る
「
環

境
王
国
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。�

こ
の
制
度
は
平
成
二
十
年
度
に
民

間
団
体
の
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
も

の
で
、
農
業
と
自
然
環
境
の
バ
ラ

ン
ス
が
保
た
れ
安
全
・
安
心
な
農

産
物
の
生
産
に
適
し
た
自
治
体
を

三
十
七
項
目
に
わ
た

り
審
査
し
認
定
す
る

制
度
で
、
現
在
で
は

全
国
で
八
つ
の
市
町

村
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。�

認
定
自
治
体�

①
福
島
県
天
栄
村�

（
平
成
二
十
年
十
一
月
認
定
）�

②
群
馬
県
川
場
村�

（
平
成
二
十
年
十
一
月
認
定
）�

③
宮
城
県
七
ヶ
宿
町�

（
平
成
二
十
年
十
一
月
認
定
）�

④
山
形
県
真
室
川
町�

（
平
成
二
十
年
十
一
月
認
定
）�

⑤
新
潟
県
津
南
町�

（
平
成
二
十
一
年
三
月
認
定
）�

⑥
鳥
取
県
江
府
町�

（
平
成
二
十
一
年
六
月
認
定
）�

⑦
高
知
県
本
山
町�

（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
認
定
）�

⑧
長
崎
県
対
馬
市�

（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
認
定
）�

���

　
環
境
王
国
認
定
市
町
村
に
よ
る

第
１
回
の
総
会
で
、
規
約
の
ほ
か

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
話
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
竹
内

町
長
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。�

会
　
長
　
福
島
県
天
栄
村�

　
　
　
村
長
　
兼
　
子
　
　
　
司�

副
会
長
　
群
馬
県
川
場
村�

　
　
　
村
長
　
関
　
　
　
　
　
清�

副
会
長
　
鳥
取
県
江
府
町�

　
　
　
町
長
　
竹
　
内
　
敏
　
朗�

���

　
「
環
境
保
全
と
農
商
工
連
携
で

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
　
〜
環
境
王

国
か
ら
の
発
信
〜
」
と
題
し
て
認

定
８
市
町
村
の
首
長
を
パ
ネ
ラ
ー

に
、
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
の
嘉

田
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
環
境
王
国
認
定
市
町
村

の
紹
介
と
合
わ
せ
て
今
後
の
取
組

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
竹
内
町
長
は
豊
か
な

自
然
環
境
と
「
水
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
誘

致
の
成
功
例
、
特
別
栽
培
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

を
行
っ
た
ほ
か
、
環
境
王
国
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
全
国
に
情
報
発

信
を
行
う
と
伴
に
、
先
人
た
ち
が

大
切
に
し
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
自

然
環
境
を
守
り
、
次
の
世
代
に
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

提
案
し
ま
し
た
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
に
は
自
然
環

境
の
保
全
と
農
林
水
産
業
を
軸
に

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
主
旨
と
し
た
共
同
宣
言
を
発
表

し
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。�

環
境
王
国
認
定
市
町
村�

　
　
　
　
連
絡
協
議
会
総
会�

第
一
回
環
境
王
国�

　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
in
天
栄�

て
ん
え
い�

質
の
含
有
量
が
少
な
く
旨
味
、
甘

み
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

桑
原
さ
ん
は
「
受
賞
を
励
み
に
、

今
後
も
お
い
し
い
米
作
り
に
頑
張

り
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。�

�

て
ん
え
い�

か
わ  

ば�

し
ち  

か  

し
ゅ
く�

ま
　 

む
ろ  

が
わ�

パネルディスカッションで発言する竹内町長�
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題�話�の�町� 題�話�の�町�

街
頭
指
導
行
わ
れ
る�

　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動�

江
府
町
ス
キ
ー
場
開
き
を
開
催�

高
齢
者
世
帯
を
訪
問�

　
（
江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
）�

　
十
二
月
二
日
、
江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
竹
内
景

子
委
員
長
）
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
世

帯
（
八
十
歳
以
上
の
独
居
世
帯
）
の
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。�

　
毎
年
、
奉
仕
団
で
は
、
訪
問
の
際
に
手
渡
し
す
る

慰
問
作
品
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
は
、
手
作
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
を
各
集
落

担
当
の
奉
仕
団
員
が
訪
問
し
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
慰
問
品
を
受
け
と
ら
れ
た
高
齢
者
は
、
「
毎
日
使

う
も
の
な
の
で
、
身
近
な
所
に
お
い
た
り
、
ぶ
ら
下

げ
た
り
楽
し
み
な
が
ら
使
い
た
い
。
」
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。�

　
十
二
月
十
五
日
、
国
道
一
八
一
号
線
の
佐
川
地
内

で
、
伯
耆
町
・
江
府
町
の
交
通
指
導
員
、
交
通
安
全

母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び
黒
坂
警
察
署
が
合
同

で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
国
道
を
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
命

の
輪
を
つ
な
ご
う
」
・
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
輪
」と
「
ゼ
ロ
」

か
ら
ア
ペ
ゼ
（
小
江
尾
）
さ
ん
の
販
売
し
て
い
る
ド

ー
ナ
ツ
を
配
布
。�

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
「
安
全
運
転
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。
」
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。�

　
十
二
月
二
十
日
、
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
で
は
、
約
百

人
の
参
列
者
を
迎
え
江
府
町
の
ス
キ
ー
場
開
き
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
の
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
は
、
吹
雪

で
荒
れ
模
様
の
た
め
、
休
暇
村
奥
大
山
の
新
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
場

利
用
者
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
式
の
後
に
は
参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ
く
じ

つ
き
の
餅
ま
き
が

行
わ
れ
、
歓
声
で

賑
わ
い
ま
し
た
。�
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会
長
　
清
水
　
祐
右�

　
皆
様
に
は
、
志
も
新
た
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
昨
年
の
六
月
に
成
立
公
布
さ
れ
、

十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
新
農
地
法
は
、

農
地
の
保
全
と
食
糧
自
給
率
の
向
上

に
向
け
た
農
地
の
有
効
利
用
を
促
す

方
向
付
け
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
転

用
規
制
の
強
化
、
有
効
利
用
の
義
務

化
や
一
般
企
業
に
農
業
参
入
の
門
戸

を
開
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
農
政

の
大
き
な
転
換
と
な
り
、
日
本
農
業

は
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
農
畜
産
物

価
格
の
下
落
、
農
家
経
済
の
停
滞
、

農
業
後
継
者
不
足
、
農
村
の
過
疎
化

と
農
地
の
荒
廃
と
い
う
悪
循
環
の
道

を
辿
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
悪
循
環
を
断
つ
た
め
に
様
々

な
制
度
が
導
入
さ
れ
、
集
落
営
農
、

生
産
法
人
や
認
定
農
業
者
等
の
担
い

手
育
成
な
ど
、
効
率
的
な
農
業
の
確

立
を
促
し
ま
し
た
が
、
解
決
に
至
っ

て
い
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。�

　
民
主
党
新
政
権
は
そ
の
打
開
策
と

し
て
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
な
ど
農

業
政
策
の
転
換
を
掲
げ
て
い
ま
す
。�

　
予
算
的
な
裏
付
け
な
ど
詳
細
に
は

不
確
定
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、

真
に
現
下
の
問
題
解
決
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
、
そ
の
農
業
施
策
の
展

開
を
注
視
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。�

　
何
れ
に
し
て
も
改
正
農
地
法
下
に

お
い
て
は
、
農
地
の
所
有
者
と
利
用

者
に
は
農
地
の
善
良
管
理
と
有
効
利

用
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。�

　
従
来
の
農
家
互
助
精
神
を
土
台
に

創
意
工
夫
を
付
加
し
て
農
村
社
会
を

守
る
の
か
、
企
業
参
入
の
助
け
を
借

り
て
新
た
な
農
村
社
会
を
構
築
す
る

の
か
、
そ
の
答
え
は
農
家
自
身
が
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
、

農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
政

策
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
行
政

等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
職
務
を
全

う
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
各
位
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
が
農
業
・
農
村
の
将
来
を
展
望

で
き
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

審議案件�
１）農用地利用集積計画について　　14件�

農地制度が�

　　変わりました！�

農地制度が�

　　変わりました！�

農地制度が�

　　変わりました！�

　「農地法等の一部を改正する法律」が平成21年12月15日

から施行され、新たな農地制度がスタートしました。新たな

農地制度は、これ以上の農地の減少を食い止め、農地を確保

するとともに、農地の賃借をやりやすくして、農地を最大限

利用することをねらいとしています。随時掲載いたします。�

　農地を利用できる者の

範囲が拡大されます（農

地のすべて効率的に利用、

周辺農地に影響などの一

定の要件を満たす必要が

あります。）�

農地を貸しやすく借りやすくし、�
農地を最大限に利用�

　すべての遊休農地が指

導の対象になり、農業委

員会が利用状況を調査し

遊休農地の所有者等に対

しては指導、勧告などを

行うこととなります。�

遊休農地対策が強化されます�

報告事項�
１）合意解約　　１件�

農業委員会総会（12月）�
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鳥
取
県
で
は
、
東
京
及
び
そ
の
近
郊
で
学
ぶ
学
生
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活

環
境
を
与
え
、
そ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
修
学
を
助
け
る
と
と
も
に
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
学
生
寮
を
設
立
し
て
い
ま
す
。�

　
男
子
　
明
倫
館
【
世
田
谷
区
成
城
】�

　
女
子
　
清
和
寮
【
豊
島
区
目
白
】�

の
、
二
つ
の
寮
が
あ
り
ま
す
。�

　
現
在
、
平
成
二
十
二
年
度
の
入
寮
生
を
次
の
と
お
り
募
集
中
で
す
。�

●
出
願
資
格�

　
①
保
護
者
が
鳥
取
県
に
住
所
を
有
す
る
者�

　
②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
二
年
度
に
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
専
門
課
程
（
修
業
年
限

　
　
　
二
年
以
上
）
に
入
学
を
志
望
す
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
二
年
度
に
大
学
等
に
入
学
が
決
定
し
て
い
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
二
年
度
に
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者�

　
③
入
寮
期
間
（
二
年
間
又
は
一
年
間
）
の
最
後
ま
で
在
寮
で
き
る
者�

　
④
門
限
時
間
内
で
の
修
学
が
可
能
な
者
（
大
学
等
の
授
業
時
間
通
学
距
離
等

　
　
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
）�

　
⑤
健
康
な
共
同
生
活
が
で
き
る
者�

�

●
出
願
期
限
　
一
月
二
十
九
日
（
金
）
必
着�

�

　
＊
申
込
み
、
お
問
合
せ
は�

　
　
（
財
）
鳥
取
県
育
英
会�

　
　
　
　
電
話
（
〇
八
五
七
）
二
九
ー
七
一
四
五 

ま
で�

鳥
取
県
学
生
寮
　
入
寮
生
募
集
の
ご
案
内�

あなたのガンバリをサポート!!

スポーツ安全保険�
スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です。�

対象となる事故 　★グループ活動中の事故　★往復移動中の事故�

保　険　期　間 　平成22年4月1日午前0時より平成23年3月31日午後12時まで�

（団体活動を行う５名以上の方々で御加入ください。）�

加　入　対　象�

○こども (中学生以下)　　�
○大人の文化･ボランティア・地域活動�
　（16歳以上）�

○大人のスポーツ活動（16歳以上）�

○65歳以上のスポーツ活動�

○危険度の高いスポーツ活動�

年間掛金�
(1人当たり)

600円�

1,600円�

800円�

9,000円�

2,000万円�

2,000万円�

600万円�

500万円�

3,000万円�

3,000万円�

900万円�

750万円�

共済見舞金�
突然死（急性心不全、脳内出血等）　180万円�

賠償責任保険（免責金額なし）�
　身体・財物賠償合算1事故5億円�
　ただし、身体賠償は1人1億円限度�

日額�
4,000円�

4,000円�

1,800円�

1,800円�

日額�
1,500円�

1,500円�

1,000円�

1,000円�

傷　害　保　険（保険金額）�

死　亡� 入院(日額) 通院(日額)後遺障害�
(最高)

スポーツ安全協会�鳥取県支部�財団�
法人�

〒680-0944　鳥取市布勢146-1　　電話　0857－28－1288�
※加入の方法など詳しくは、江府町教育委員会　社会教育室　電話　0859－75－2005まで�
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主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

《
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
》�

★
懇
談
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
る
か
？�

　
役
立
っ
て
い
る
　
　
　
　
89
％�

　
役
立
っ
て
い
な
い
　
　
　
８
％�

●
役
立
っ
て
は
い
る
が
、
出
席
人

　
数
が
少
な
く
て
残
念
。�

●
良
い
に
し
ろ
悪
い
に
し
ろ
機
会�

　
を
提
供
し
て
い
る
。�

●
研
修
の
仕
方
に
工
夫
が
な
い
た�

　
め
出
席
者
が
少
な
い
。�

★
今
日
の
学
習
に
つ
い
て
、
考
え

　
る
こ
と
が
で
き
た
か
？�

　
で
き
た
　
　
　
　
　
　
　
66
％�

　
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
　
29
％�

　
で
き
な
か
っ
た
　
　
　
　
２
％�

●
ま
と
め
方
は
ど
う
あ
れ
、
リ
ア

　
ル
な
話
が
と
び
か
う
の
が
よ
い
。�

●
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
や
、
い

　
ろ
い
ろ
な
考
え
の
方
の
話
が
聞

　
け
た
。�

�

《
集
落
の
記
録
か
ら
》�

★
気
づ
い
た
こ
と
・
課
題�

●
い
ま
ど
き
結
婚
差
別
な
ん
か
昔

　
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
未

　
だ
に
あ
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

　
出
席
し
や
す
い
会
に
す
る
に
は

　
題
材
も
、
み
ん
な
が
思
っ
て
い

　
る
身
の
回
り
の
問
題
を
取
り
上

　
げ
る
と
よ
い
。�

●
結
婚
問
題
は
建
前
と
本
音
が
あ

　
っ
て
、
な
か
な
か
踏
み
込
ん
で

　
い
け
な
い
の
で
は
？�

●
昼
間
に
、
高
齢
者
を
対
象
に
会

　
を
も
っ
て
も
い
い
か
も
！�

●
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
こ
と
に

　
よ
り
、
全
員
が
言
葉
を
発
し
て

　
話
し
合
い
が
出
来
た
の
で
よ
か

　
っ
た
。�

●
こ
の
会
は
「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
終

　
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」

　
と
の
意
見
が
相
当
は
び
こ
っ
て

　
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ

　
「
も
う
ひ
と
踏
ん
ば
り
」
広
い

　
学
習
が
大
切
だ
と
思
う
。�

�

　
参
加
者
の
総
数
は
四
四
七
名
。�

こ
の
う
ち
五
〇
歳
以
上
が
三
四
八

名
で
出
席
者
総
数
の
八
割
近
く
を

占
め
て
お
り
、
男
女
別
で
は
男
性

が
二
九
六
名
で
全
体
の
七
割
近
く

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
般
的
に
ど

の
集
落
も
、
話
し
合
い
の
雰
囲
気

は
よ
く
、
内
容
も
理
解
で
き
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
面
、
参

加
者
の
顔
ぶ
れ
が
固
定
し
て
い
る

こ
と
や
参
加
者
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
世
帯
の
代
表
が
集

ま
る
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
家
族

み
ん
な
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
工

夫
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。�

�

■
今
年
度
は
話
し
合
い
の
教
材
と

し
て
啓
発
資
料
『
あ
か
る
い
こ
こ

ろ
』
第
三
十
集
か
ら
、
【
絶
対
に

言
わ
な
い
】
を
使
い
ま
し
た
。
内

容
は
、
結
婚
す
る
に
あ
た
り
、
部

落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
な
か

っ
た
Ｓ
君
が
、
何
年
か
後
、
出
身

に
つ
い
て
妻
や
そ
の
両
親
に
話
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に

離
婚
に
至
る
。
そ
の
後
、
再
婚
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
「
今
度
は
、

絶
対
に
言
わ
な
い
」
と
友
人
に
話

し
た
…
と
い
う
も
の
。
グ
ル
ー
プ

討
議
で
は
左
の
シ
ー
ト
を
使
い
、

結
婚
差
別
の
な
い
社
会
に
向
け
て

の
プ
ラ
ス
の
力
、
マ
イ
ナ
ス
の
力
、�

そ
し
て
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
に
出

来
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。�

�

●
自
分
が
Ｓ
君
だ
っ
た
ら
同
じ
こ

　
と
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。�

��������

●
Ｓ
君
の
問
題
で
は
な
い
。
差
別

　
を
す
る
周
り
の
問
題
で
あ
る
。�

●
十
年
前
と
今
は
違
う
か
も
し
れ

　
な
い
。
で
も
Ｓ
君
は
話
す
べ
き

　
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
別
れ
る
の

　
は
本
物
の
愛
で
は
な
い
。�

●
大
事
と
受
け
止
め
る
人
と
大
事

　
な
こ
と
と
思
わ
な
い
人
と
に
分

　
か
れ
る
。
結
婚
に
よ
っ
て
姻
戚

　
関
係
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ

　
う
な
不
利
益
が
あ
る
の
か
聞
い

　
て
み
た
い
。�

●
Ｓ
君
は
勇
気
を
出
し
て
言
う
と

　
か
で
な
く
、
も
と
も
と
そ
ん
な

　
こ
と
を
言
う
必
要
が
あ
る
か
ど

　
う
か
。
何
も
そ
ん
な
こ
と
を
言

　
わ
な
く
て
も
よ
い
社
会
に
な
れ

　
ば
よ
い
。�

●
「
墓
場
ま
で
も
っ
て
行
く
」
な

　
ど
と
い
う
悲
し
い
こ
と
が
起
こ

　
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。�

●
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
か
も
し

　
れ
な
い
が
、
努
力
し
て
い
か
な

　
く
て
は
な
ら
な
い
。�

●
全
国
の
足
並
み
は
そ
ろ
わ
な
く

　
て
も
江
府
町
は
み
ん
な
で
取
り

　
組
み
、
あ
と
ず
さ
り
し
な
い
よ

　
う
に
し
て
ほ
し
い
。�

�

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？
家
庭
や
職
場
な
ど
で
今

一
度
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　平成21年度人権・同和問題小地域懇談会は、10月、11月の２ヶ月間で計画どおり全集落での実施が完了し、12月

15日、出向者反省会を開催しました。今年は、「ほんとうのつながりを求めて　もうひとふんばり結婚差別」をテ

ーマに、次の三つのねらいを掲げて取り組みました。①人権問題の解決は、自分の問題であり、みんなの問題である

ことを理解し、一人一人の生き方を見つめ直す。②「人権文化のまちづくり」をめざし、町の人権問題の課題を明ら

かにし、解決をめざす。③結婚差別を許さずなくしていく取り組みを考え、実践するです。各集落からの意見や反省

会の報告をもとに今年度を振り返り、次回の取り組みへの一歩を踏み出しましょう。�

小地域懇談会を振り返って①�
～今年も全集落で実施～�
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〜
同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
は
、
自
分
の
問
題
で
あ
り
、
み
ん
な
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
一
人
一
人
が
人
間
と
し
て
、
よ
り
豊
か
な
生
き
方
を
し
よ
う
〜�

第
三
十
五
回
江
府
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会�

　
十
二
月
九
日
、
第
三
十
五
回
江

府
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
一
四
一
名
の
参
加
者

が
人
権
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま

し
た
。�

　
開
会
行
事
に
続
き
行
わ
れ
た
記

念
講
演
は
、
近
畿
大
学
教
授
・
北

口
末
広
さ
ん
に
よ
る
『
格
差
拡
大

の
時
代
と
人
権
　
〜
私
た
ち
の
課

題
〜
』
。�

����������

　
北
口
さ
ん
は
は
じ
め
に
、
「
差

別
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
大
切
だ

が
、
で
は
い
っ
た
い
何
が
差
別
な

の
か
」
と
会
場
に
問
い
か
け
講
演

を
ス
タ
ー
ト
。
日
常
生
活
の
中
の

場
面
を
例
に
あ
げ
、
参
加
者
一
人

一
人
が
今
一
度
考
え
る
機
会
を
与

え
ま
し
た
。�

　
●
ホ
テ
ル
の
大
浴
場
の
「
刺
青

　
　
お
こ
と
わ
り
」
の
表
示�

　
●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
め

　
　
ざ
す
大
学
の
サ
ー
ク
ル
で

　
　｢
ブ
ス
お
こ
と
わ
り｣

の
表
示�

　
こ
れ
ら
の
例
は
、
差
別
に
当
た

る
か
ど
う
か
考
え
て
く
だ
さ
い�

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
次
々

に
繰
り
出
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
問

い
か
け
に
対
し
、
隣
り
同
士
で
話

し
合
い
な
が
ら
、
自
分
の
人
権
感

覚
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
北
口
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
「
人
の
心

に
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
と
い
う
単
純
な

ゲ
ー
ム
に
さ
え
、グ
ー
・
チ
ョ
キ
・

パ
ー
で
勝
ち
負
け
を
決
め
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
根
づ
い
て
い
る
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
り
う

る
『
差
別
』
に
つ
い
て
、
社
会
の

シ
ス
テ
ム
や
基
準
が
そ
れ
を
生
み

出
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、

そ
の
し
く
み
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
差
別
は
解
消
で
き
な
い
」
と

話
さ
れ
、
さ
ら
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
、
事
故
の

後
遺
症
認
定
に
お
け
る
男
女
間
の

差
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
や
基
準
に
つ

い
て
具
体
的
な
例
を
交
え
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
参
加
者
は
、

社
会
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
北
口
さ
ん
は
、
格
差
が

拡
大
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
現
代

社
会
に
つ
い
て
、
「
木
は
光
を
浴

び
て
育
つ
。
人
は
言
葉
を
浴
び
て

育
つ
。
言
葉
は
心
の
栄
養
で
あ
り
、

そ
れ
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
吸
い

取
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
勉
強
や
仕

事
の
や
り
が
い
は
ず
い
ぶ
ん
ち
が

っ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は

公
教
育
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
大

人
も
子
ど
も
も
心
の
栄
養
を
浴
び

て
生
き
ら
れ
る
し
く
み
を
作
る
こ

と
が
大
切
。
自
分
も
こ
の
し
く
み

作
り
の
た
め
に
さ
ら
に
が
ん
ば
り

た
い
。
」
と
締
め
く
く
り
、
講
演

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
　
＊
　
　
　
　
　
＊�

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
特
別
報
告

は
、
江
府
中
学
校
生
徒
の
学
習
報

告
「
私
た
ち
の
学
習
　
〜
都
道
府

県
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
わ

か
っ
た
こ
と
〜
」
。�

　
発
表
し
た
の
は
、
川
上
美
紀
さ

ん
（
三
年
）
と
原
英
里
さ
ん
（
二

年
）
。
今
ま
で
の
学
習
か
ら
生
ま

れ
た
疑
問
「
全
国
で
は
人
権
問
題

に
対
し
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」
を
き
っ

か
け
に
行
っ
た
、
国
会
議
員
や
全

国
の
都
道
府
県
の
人
権
施
策
担
当

部
署
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
ま
と
め
た
報
告
で
し
た
。�

��������

　
二
人
は
、学
習
を
振
り
返
り｢

当

初
予
想
し
て
い
た
よ
り
、
都
道
府

県
が
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
や
講
演

会
な
ど
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
質
問
し
た
だ
け
な
の

に
、
熱
心
に
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
る
担
当
者
が
い
た
り
、
自
分
た

ち
が
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
た
く

さ
ん
の
回
答
が
返
っ
て
き
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。
自
分
た
ち
で

行
動
を
起
こ
せ
ば
、
必
ず
何
か
の

反
応
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
」
「
都
道
府
県
や
江

府
町
で
い
ろ
ん
な
取
組
み
を
さ
れ

た
結
果
、
人
権
意
識
を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
に
何
度
も
講
演
会
や
研

修
会
を
開
い
て
も
ら
う
な
ど
、
繰

り
返
し
人
権
学
習
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
た
」
と
ま
と
め
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。�

　
　
＊
　
　
　
　
　
＊�

　
終
了
後
に
提
出
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
北
口
先
生
の
講
演
が
刺

激
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
や
考
え
方

を
変
え
、
差
別
の
な
い
社
会
に
な
れ

ば
と
思
う
」
「
特
別
報
告
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
方
法
で
情
報
を
提
供
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
事
務
局
で
ま
と
め

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�



平成21年度　第13回「人権・同和問題」啓発作文、標語入選作品�★は最優秀賞�
☆は優秀賞�

【小学生】�

　〔１年生〕　　　たいせつなともだち　みんなのえがお　たからもの�　　　　　　�川　上　天　き�
　　　　　　　　　ともだちはみんなだいじ　けんかしてもずっとなかよし�　　　　　つつい　あ　み�
　　　　　　　　　手をつなぐ　みんなぽかぽか　あたたかい�　　　　　　　　　　�おおた　りりか�
　　　　　　　　　なかまはずれはいけないよ　みんなともだちなんだから　　　　　　赤　い　千さき�
�
　〔２年生〕　　　わる口は　みんながきずつく　ことばだよ�　　　　　　　　　　　木じま　しゅんすけ�
　　　　　　　　　ともだちと　あたたかいこころ　つなごうよ�　　　　　　　　　�う田川　あ　友�
　　　　　　　　　いのちはね　じぶんでまもる　たからもの�　　　　　　　　　　　うらべ　りゅうせい�
　　　　　　　　　心から　気もちをこめて　ありがとう　　　　　　　　　　　　　　とくおか　け　ん�
�
　〔３年生〕　　　ありがとう　そのひとことで　なかよしに�　　　　　　　　　　　中　田　花　実�
　　　　　　　　　あそぼうよ　すきな言葉だ　うれしいな�　　　　　　　　　　　　清　水　貴　世�
　　　　　　　　　あたたかい　友の心を　大切に�　　　　　　　　　　　　　　　　梅　林　優　衣�
　　　　　　　　　「どんまい」の　言葉がとても　あたたかい　　　　　　　　　　　　安　部　冴　太�
�
　〔４年生〕　　　友達の　すてきな笑顔を　消しちゃだめ　　　　　　　　　　�　　太　田　幸　那�
　　　　　　　　　がんばろう　さべつゼロまで　あと一歩�　　　　　　　　　　　　宇田川　翔　平�
　　　　　　　　　心から　伝わる言葉　ごめんなさい�　　　　　　　　　　　　　　川　上　仁　奈�
　　　　　　　　　江府町　みんななかよく　さべつなし　　�　　　　　　　　　　　車　　　大　輔�
�
　〔５年生〕　　　いじめストップ　笑顔が広がる　江府町　　　　　　　　�　　　　小　峯　沙　智�
　　　　　　　　　これからの　未来をかえよう　僕たちで　　�　　　　　　　　　　木　谷　　　聡�
　　　　　　　　　あたたかい　みんなの心　そのままに　�　　　　　　　　　　　�三　代　す　ず�
　　　　　　　　　落書きは　自分もきずつく　言葉だよ　　　　　　　　　　　　　�下　垣　愛　鈴�
�
　〔６年生〕　　★やめようよ　ゆうきを出せば　言えるはず�　　　　　　　　　　�岡　本　翔　吾�
　　　　　　　　　差別なし　みんなで広げる　心の輪　　�　　　　　　　　　　　�川　上　堅太郎�
　　　　　　　　　優しさを　どんな時でも　忘れずに�　　　　　　　　　　　　　�建　井　晴　海�
　　　　　　　　　差別なし　そんな社会へ　一歩ずつ　　　　　　　　　　　　　　�宇田川　将　範�
�
【江府中学校】　☆僕の弟　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年生　砂　口　史　也�
　　　　　　　　☆生きていることの奇跡　　　　　　　　　　　　　　　　　２年生　川　上　愛　佳�
　　　　　　　　★友達�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年生　長　尾　ひかり�

「
友
　
達
」�

三
年
Ａ
組
　
長
尾
ひ
か
り�

　
話
を
聞
い
て
く
れ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
笑
っ
た
り
、

悲
し
ん
だ
り
で
き
る
人
た
ち
を
私
は
「
友
達
」
と
呼
び

ま
す
。
自
分
か
ら
作
ろ
う
、
と
は
思
わ
な
く
て
も
、
気

が
つ
け
ば
友
達
が
と
な
り
に
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
登

下
校
、
休
憩
時
間
、
移
動
教
室
、
そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん

の
時
間
を
私
は
友
達
と
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

毎
日
を
楽
し
く
友
達
と
す
ご
す
こ
と
は
何
も
特
別
な
こ

と
で
は
な
い
と
、
わ
た
し
も
小
学
生
の
と
き
は
そ
う
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た

こ
と
で
私
は
改
め
て
友
達
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

　
小
学
生
の
頃
の
私
は
「
友
達
」
が
い
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
と
考
え
て
、
い
つ
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
休
憩
時
間
が
終
わ
り
、
教
室
に
帰
っ
て

く
る
と
、
机
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
筆
箱
が
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
「
音
楽
室
に
で
も
忘
れ
た

か
な
あ
。
」
と
軽
く
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
筆
箱
が
見
つ
か
っ
た
の
は
そ
の
日
の
放
課
後
で
、

担
任
の
先
生
が
「
あ
っ
た
よ
」
と
わ
た
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ど
こ
で
拾
っ
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
週
間
か
た
っ
た
日
、
引
き
出
し
に
し
ま

っ
て
い
た
ノ
ー
ト
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
先
生

が
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ノ
ー
ト
を
渡
し
て

く
れ
た
後
に
、
「
ご
め
ん
ね
、
誰
が
言
っ
た
か
分
か
ら

ん
け
ど
、
筆
箱
と
ノ
ー
ト
は
外
の
花
壇
か
ら
見
つ
か
っ

た
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。�

　
今
で
も
そ
の
人
は
誰
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

あ
の
時
私
は
「
誰
か
」
は
「
友
達
」
の
中
の
子
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
昨
日
ま
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
い
た
子
か
も
し
れ
な
い
、
さ
っ
き
ま
で
し
ゃ
べ
っ
て

い
た
子
か
も
し
れ
な
い
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
重
く

な
っ
て
い
く
心
が
何
よ
り
も
痛
か
っ
た
で
す
。
い
っ
し

ょ
に
誰
か
と
い
る
こ
と
が
辛
く
苦
し
く
な
っ
て
い
き
、

な
か
な
か
眠
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ふ
と
思
い

ま
し
た
。
筆
箱
や
ノ
ー
ト
を
隠
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
て

も
悲
し
く
て
辛
い
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
ん

な
思
い
を
知
ら
な
い
内
に
「
友
達
」
に
押
し
つ
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。
「
友
達
」
だ
か
ら
何
を
し
て
も

い
い
、
何
を
言
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
て
、

相
手
が
「
知
り
合
い
」
で
も
「
先
輩
」
で
も
、
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
絶
対
に
駄
目
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
軽
い
気
持
ち
で
言
っ
た
言
葉
は
冗
談
の
つ
も

り
で
も
時
に
相
手
を
傷
つ
け
る
凶
器
と
な
り
ま
す
。
「
友

達
」
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
言
葉
に
、
態
度
に
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。�

　
話
を
し
た
り
、
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
。
時
に
励
ま
し

合
っ
て
競
い
合
っ
て
。
「
友
達
」
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

本
当
は
言
い
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
意
味
を
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
傷
つ
い
た
な
ら
、
そ
の
分
誰
か
を

助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
だ

け
の
悪
意
を
、
そ
れ
以
上
の
善
意
と
し
て
人
に
伝
え
て

い
け
ば
「
友
達
」
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
少
し
く
ら
い

の
こ
と
な
ら
、
た
く
さ
ん
の
「
友
達
」
と
笑
い
と
ば
し

て
し
ま
え
ば
い
い
。
本

当
に
苦
し
く
て
立
ち
上

が
れ
な
い
と
き
は
、
た

く
さ
ん
の
「
友
達
」
に

助
け
て
も
ら
え
ば
い
い
。

そ
し
て
自
分
自
身
も
誰

か
の
「
友
達
」
と
し
て
、

支
え
て
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。�
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みんな、保育園においでよ！�
～子供の国保育園入園説明会と体験入園を行います～�

Hey. This month I’ll be introducing how New Years Day is celebrated in the United States. In my 
experience, January 1st is spent recovering from the previous night’s festivities. The real partying 
begins on December 31st. Families may stay up till midnight to watch the countdown on TV while 
others will go to New York and watch the countdown live. Another common way to celebrate is to 
drink like crazy, party and kiss someone around you when the ball drops and it changes to a new 
year. New Years is seen as a fresh start, so no matter what problems you may have had, you can 
start anew. However, the equivalent of New Years may be Christmas in the U.S. If you ask 
someone to work on Christmas, it is extremely discouraging whereas New Year is not so bad. In 
Japan, it is probably the opposite where someone who is asked to work on Christmas will not 
complain as much as someone who is forced to work during Shogatsu. Have a great 2010 and may 
this year be better than the last.�
�
　こんにちは。今月はアメリカの１月１日の過ごし方について話したいと思います。�
　私の経験上では１月１日はよく身体を癒すための日です。本当は12月31日の方が楽しみです。家族
で０時まで一緒に寝ずに新年に変わることを待つことが多いです。なかには
ニューヨークまで行って現場でカウントダウンを見る人もいます。又、パー
ティーでビールやシャンペインを飲みまくり、新年に変わった瞬間、周りに
いるだれかにキスすることも珍しくありません。New Yearは文字通り「新
しい年」という意味が含まれており、前の年に何か問題があっても、アメリ
カではその年は白紙だと思えるチャンスでもあります。ちなみに休日として
は「お正月」に似ている時期はNew Yearではなく、クリスマスの方が近い
と思います。アメリカ人にクリスマスに働けと言われると大変気の毒です。
日本の場合はお正月に働く方が気の毒ですよね。�
　以上今月のニュースレターでした。�
　2010年が2009年より幸せでありますように、よい年をお過ごしください。�

　子供の国保育園では、平成22年度新入園児を募集しています。�

　対象は、「保育に欠ける、就学までのすべての児童」です。（くわしくは、町報こうふ11月

号に掲載しています。）�

　11月30日現在で保育の対象となるお子さんの保護者の方へは、入園希望調査を行ったところ

ですが、次のとおり「入園説明会」及び「体験入園」を行いますので、ぜひお出かけください。�

　また、未就園児を対象とした、子育て支援センター「じゃりんこくらぶ」も園内に開設して

います。入園に関することはもちろん、日ごろの子育てのなかでのご相談もお受けしています。

気軽に声をかけてくださいね。�

�

　★入園説明会　　　日　時　２月４日（木）　午後０時30分から受付�

　　　　　　　　　　場　所　子供の国保育園　遊戯室�

�

　★体 験 入 園　　　日　時　２月18日（木）　午前10時から11時30分�

　　　　　　　　　　場　所　子供の国保育園（各年齢の保育室でお友だちと過ごします）�

�

　 ＊くわしくは、子供の国保育園（電話75－2704）までお問い合わせください。�

14



1月の本棚�1月の本棚�1月の本棚�
～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

○小　説�
　ＳＯＳの猿／伊坂幸太郎�
　製鉄天使／桜庭一樹�
　しずり雪／東めぐみ�
　小太郎の左腕／和田竜�
　掏摸（スリ）／中村文則�
　ファミリーツリー／小川糸�
　円朝の女／松井今朝子�
　元気でいてよ、Ｒ２－Ｄ２。／北村薫�
　オヤジ・エイジ・ロックンロール／熊谷達也�
○エッセイ・ノンフィクション�
　突然、妻が倒れたら／松本方哉�
　闘病東大生／内藤佐和子�
　カラーひよことコーヒー豆／小川洋子�
　教授の異常な弁解／土屋賢二�
　人生を変える知恵／比叡山延暦寺�
○文学・言語�
　百人一首の100人がわかる本／あんの秀子�
　文章力の基本／阿部紘久�
　誰とでも15分以上会話がとぎれない！話し方66のルール／野口敏�
○伝記・歴史�
　江戸の隠密・御庭番／清水昇�
　坂本龍馬101の謎／菊池明�
　坂本龍馬その偽りと真実／星亮一�
　坂本龍馬とその時代／佐々木克�
　知ってるようで知らない坂本龍馬がわかる本／嶋健一郎�
　ビジュアル＊日本史1000人【シリーズ４冊】／世界文化社�
○伝承・思想・教訓�
　図説＊ことわざ事典／時田昌瑞�
　心をほぐす老子・荘子の教え／守屋淳�
　女の選択／今野由梨�
○医　学�
　アスペルガー症候群／岡田尊司�
　「私はうつ」と言いたがる人たち／香山リカ�
　かぜと新型インフルエンザの基礎知識／岡部信彦�
　ママが守る！家庭の新型インフルエンザ対策／高木香織�
　１日１回体を「温める」ともっと健康になる／石原結實�
　９割の病気は自分で治せる／岡本裕�
　腰痛は自分で治せる／穴吹弘毅�
○情　報�
　現代用語の基礎知識2010／自由国民社�
○地理・紀行�
　世界大地図／正井泰夫�
　インパラの朝／中村安希�
○社会・政治�
　「おひとり様」で幸せですか／金美齢�
　名古屋から革命を起す！／河村たかし�
　誤解だらけの個人情報保護法／藤田悟�
○環境・産業�
　生協の白石さんとエコごはん／白石昌則�
　くらしの花大図鑑／講談社�
　団塊世代の地域デビュー心得帳／細内信孝�
○写真・芸能�
　ふるさとのたからもの。／いくたしほ�
　珍獣ハンターイモトの動物図鑑／日本テレビ�

○ＹＡ（ヤングアダルト）�
　　　　　※小学校高学年～高校生向き図書�
　ツー・ステップス！／梨屋アリエ�
　デモナータ（10）／ダレン・シャン�
○児童書�
　こども大図鑑／ジュリー･フェリス�
　ギリシア神話（ペルセウスの書）／斉藤洋�
　ペンギンたちに会いたくて／加藤明子�
　月の剣の物語／かとうじゅんこ�
　タイムチケット／藤江じゅん�
　魔女の宅急便（６）／角野栄子�
○絵　本�
　きょうはソンミのうちでキムチをつける ひ！／チェ・インソン�
　クリスマスおめでとう／ひぐちまちこ�
　なぁんくくるん なぁんくくるん／中川まちこ�
　みんなおやすみ･･･／和木亮子�
　はしれ、きかんしゃちからあし／小風さち�
　みんな みんな みーつけた／木村裕一�
　だるまだ！／高畠那生�
　綱渡りの男／モーディカイ・ガースティン�
　ねこのなまえ／いとうひろし�
　ぼくも だっこ／西條剛央�
　おじいちゃんとテオのすてきな庭／アンドリュー・ラースン�
　ちか100かいだてのいえ／岩井敏雄�

開館時間�

TEL　75－2005

『円朝の女』　松井今朝子�
江戸から明治へ時代が変わり、男が変わり、女
が変わる。近代落語の祖と言われる落語界のス
ーパースター・三遊亭円朝と、彼を愛した５人
の女たちの物語。�

『教授の異常な弁解』　土屋賢二�

『だるまだ！』　高畠那生�

「週刊文春」連載の「ツチヤの口車」を書籍化。
助手、女子大生、女子高生、そして妻。あらゆ
る女性から軽く扱われる現実を見つめた、哲学者・
土屋教授のエッセイ集。�

『ビジュアル＊日本史1000人』�
ドラマティックなエピソードに、肖像画や銅像、
ゆかりの地の写真などを合わせて読む満足の一冊。
『日本史1000人（上・下）』の他に、戦国時代
の人物を特集した『戦国1000人』、幕末の人物
を特集した『幕末1000人』もあり。�

ずいずいっ、ずいずいっ、と海をわたってきた
のは、大量のだるま？！　だるまだらけになっ
た街の人たちはどうなってしまうのか？と思い
きや…　楽しいだるまライフのはじまりです。�
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※町では、町内の小、中学生のリフト券購入に対して補助を行っています。�
　学校で配布されている引き換え券をエバーランド奥大山のフロントに提出してください。通常
　料金の３分の１程度で購入できます。�

　奥大山スキー場では、今シーズンプレミアム11回券、平日特典を用意して、みなさんのお越しをお待ちし

ております。�

　　　リフト料金（大人・小人共通）�

１日券�

１回券�

シーズン券�

半日券（午前券）�
オープン～12：30

半日券（午後券）�
12：30～クローズ�
午後券の発売は12：15～�

プレミアム11回券�
※11回券で12回乗車できます。�

4,000円� 3,000円�

250円� 250円�

40,000円� 30,000円�

3,000円�

3,000円� 2,500円� 2,500円�

3,000円� 2,500円� 2,500円�

2,500円� 2,500円�

平日シニア(60歳以上)子供(小学校６年まで)大　　人�

ウェア（上・下）�

スキーセット�
（板・ブーツ・ストック）� 2,000円�3,000円�

2,000円�3,000円�

ボードセット�
（板・ブーツ）�

取り扱っていません�3,500円�

子供（小学校６年まで）�大　　人�

１鳥取県最低賃金　１時間630円　　発効年月日　平成21年10月８日�

２特定最低賃金�

米子税務署からのお知らせ�

鳥取県の最低賃金のお知らせ�

最低賃金の名称�

１時間　731円�

最低賃金額�

鳥取県電子部品・デバイス・電
気回路・電気機械器具・情報通
信機械器具製造業最低賃金�

１時間　690円�

平成21年12月20日�

発効年月日�

鳥取県各種商品小売業最低賃金� 平成21年12月20日�

平成21年分所得税の確定申告は、�

平成22年２月16日(火)から�
平成22年３月15日(月)までです。�

※土・日・祝日は税務署の閉庁日であり、申告の相談及び窓口での申告書の受付は行っておりませんので、

　ご注意ください。�

　　ただし、申告書は、郵送等または税務署の時間外収受箱への投函により、提出することができます。�

※還付申告の場合は、２月15日(月)以前でも申告書を提出することができます。�

※所得税の確定申告期間中、ｅ－Ｔａｘは24時間ご利用いただけます。�

　ご自分で申告書を作成することが難しい場合は、確定申告会場をご利用ください。�

※なお、確定申告会場の設営期間中は、税務署では申告相談を実施していませんので、ご注意ください。�

◯米子駅前簡易駐車場（ビッグシップ前立体駐車場）が平成21年９月１日から有料となっております。�

◯確定申告会場で申告相談等をされる方は、必ず駐車券をご持参ください。（相談時間内の駐車料金が、

無料となります。）�

�
米子税務署　TEL　（0859）32－4121　〒683－8691　米子市東町124番16号　米子地方合同庁舎�

※確定申告に係る関係書類は、インターネットを利用して出力できます。�

場　所　米子コンベンションセンター（ビッグシップ）�
　　　　２階　国際会議室［米子市末広町294］�

相談期間　9：00～17：00（受付は9：00～16：00）�

期　間　平成22年2月10日(水)から平成22年3月15日(月)まで�
　　　　※　土・日・祝日は除きます�

確定申告会場について�

確定申告に関する問い合わせ先�

おいでよ
　OKUDAISENおいでよ
　OKUDAISENおいでよ
　OKUDAISEN

奥大山スキー場�

Ecology　お願い　・エバーランド奥大山館内への飲食物の持ち込みはお断りしています。�
　　　　　　　　　　・持ってこられたゴミはお持ち帰りいただき、お客さんで処分願います。�

お問い合わせ先�
　　奥大山スキー場　電　話　0859－77－2828　ＦＡＸ　0859－77－2322�

　　※スキースクール等の申込みも奥大山スキー場へ�

　　　レンタル料金�

平日特典　スキーセット＋ウェア＋リフト１日券＝9,000円�

　　　　　ボードセット＋ウェア＋リフト１日券＝9,000円　※台数に限りがあります。�

奥大山スキー場で開催される主なスキー大会（予定）�

１月23日�

２月20日�

奥大山スキー大会�

県民スポレク祭（スキー、スノーボード）�

２月28日�

３月14日�

ボーダークロス大会�

烏ヶ山スラローム大会�



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

　ハローワーク根雨では、地域と職種ごとに求人を区分して公開カードを提示しています。県外での就職を�

希望される方は、相談窓口のコンピュータで検索もできます。�

　ハローワーク根雨の管轄の町別の求人情報は、毎月２回第２、第４火曜日に発行しています。また、ハロ�

ーワーク米子の情報も提供しています。�

　インターネットにより全国のハローワークの求人情報（毎日更新）を検索できます。http://www.hellowork.go.jp�

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（７５－２６２４）へ連絡して下さい。�

江府町人権同和問題啓発標語�

米沢小学校５年　岡　本　翔　吾　思いやり　心と気持ちがつうじ合う�
俣野小学校５年　木　嶋　祐　輔　仲間の輪　広げていけばあふれる笑顔�

学校名、学年は応募があった平成20年度時点で掲載しています。�
お詫び　12月号で清水映実律さんが俣野小学校とありましたのは、江尾小学校の誤りです。お詫びし、訂正いたします。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。�1月�

2月�
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日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

11�
�

12�

�
�

13�

�

�

14�

�

�

15�

�

16�

17�

18�

19�

20�
�

21�

�

22�

�

23�
�

24�

25�
�

26�

�

27

月�
�

火�

�
�

水�

�

�

木�

�

�

金�

�

土�

日�

月�

火�

水�
�

木�

�

金�

�

土�
�

日�

月�
�

火�

�

水�

�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

本町五丁目集会所�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災･情報センター�

防災･情報センター�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

�

�

防災・情報センター�

防災･情報センター�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

江尾診療所�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

奥大山スキー場�

防災・情報センター�

�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

9：00～12：00�

9：00～12：00�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

10：00～16：00�

19：00～�

14：00～15：30�

14：00～16：00�

13：30～15：30�

�

�

13：30～15：30�

9：00～15：00�

14：00～15：30�

10：00～11：30�

�

10：00～12：00�

14：00～16：00�

受付8：00～�

13：30～15：30�

�

13：30～15：30�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

13：00～15：00

成人の日�

ふれあいデー�

糖尿病予防教室�

人権行政相談所�

広域隣保活動（料理教室）�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

人権ワークショップ（１回）�

世界農林業センサス調査員説明会�

公民館講座（フラダンス）�

はつらつ運動教室�

ぼちぼち倶楽部�

�

�

公民館講座（墨彩画）�

人権ワークショップ（２回）�

特定保健指導健康教室�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

家族の会�

はつらつ運動教室�

奥大山スキー大会�

公民館講座（和紙折り紙）�

�

公民館講座（絵手紙・油絵）�

公民館講座（写真）�

ふれあいデー�

公民館講座（樹脂粘土）�

糖尿病予防教室�

13：00～16：00�
（予約制）�

犬、猫引取り（事前連絡必要）�

ふれあいデー�

農地相談会�

はつらつ運動教室�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

28�

�

29�
�

30�

31

�

木�

�

金�
�

土�

日�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

役場�

総合健康福祉センター�

9：30�

10：00～11：30�

13：30～16：00�

14：00～16：00

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

1�
�

2�

3�
�

4�

�

5�
�

6�

7�

�

8�

�

9�
�

10�
�

11�

12�

13�

14

�

月�
�

火�

水�
�

木�

�

金�
�

土�

日�

�

月�

�

火�
�

水�
�

木�

金�

土�

日�

国保税８期　介護保険料８期�

後期高齢者医療保険料７期　納期限�

ふれあいデー�

高血圧予防教室�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

赤ちゃん健診�

ＢＣＧ予防接種�

�

�
�

子供の国保育園児・�

フッ素塗布�
�

ふれあいデー�

人権行政相談所�

公民館講座（書道）�

建国記念の日�

公民館講座（生け花）�

�

�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

江尾診療所�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

�

�

�

総合健康福祉センター�

�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

�

防災・情報センター�

�

�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

�

�

�

�

�

�

�

�

10：00～11：30�

9：00～12：00�

13：30～15：30�

�

19：00～20：30

13：00～16：00�
（予約制）�
受付�
13：00～13：30
受付�
14：30～14：40

受付�
①年長・年中児�
　13：00～13：30�
②年少・未満児�
　14：00～14：30



�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

杉　谷　片山　恵人　男　　 歩美�

池の内　藤原　　聖　男　　 正也�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

久　連　生田　昌枝　77歳　　人美�

佐　川　梶原　信明　87歳　　一幸�

小江尾　長尾　　繁　80歳　　洋子�

柿　原　加藤　信義　91歳　　澄枝�

大河原　安田　幸司　57歳　　峯男�

貝　田　谷田喜代治　93歳　　  收�

本　五　川上　春夫　76歳　　新一�

《１月の納税は》�

・国民健康保険税第８期�

・介護保険料第８期�

・後期高齢者医療保険料第７期�

納期限は２月１日(月)です。�
（口座振替も２月１日）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　1,424日　（１月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　  222日　（１月１日現在）�

ご　寄　付�

19

納付期限�

１月分�
平成22年３月１日まで�

　日本年金機構から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（12月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　小江尾　宇田川千万子　本人退院�

　　荒　田　井上　壽夫　本人退院�

　　本町一　細田ひづる　本人退院�

　　洲河崎　佐藤　謙一　本人退院�

　　荒　田　井上　照枝　本人退院�

　　荒　田　藤原　花枝　本人退院�

　　宮　市　森　　美里　本人退院�

　　柿　原　加藤　澄枝　本人退院�

◎香典返しとして�

　　本町五　川端　　裕　父秀一死去�

　　久　連　生田　人美　母昌枝死去�

　　柿　原　加藤　長寿　父信義死去�

　　大河原　安田　和幸　父幸司死去�

　　貝　田　谷田　　收　父喜代治死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
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認
を
し
ま
す
。
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許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
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る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
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町の人口　3,560人（－８）�

男　1,671人（－４）�

女　1,889人（－４）�

�

世帯数　1,142世帯（±０）�

�

12月末現在（　　）は前月比�

12月届�
（敬称略）�

人の動き� シリーズ　シリーズ　健康づくりグループ　⑨健康づくりグループ　⑨�シリーズ　健康づくりグループ　⑨�

水道メーター周辺の除雪のお願い�

はつらつ運動教室�

　水道メーター検針は、水道料金を決めるばかりでなく、気づか

ない漏水を発見することもあります。�

　毎月23日から25日の予定で検針に伺いますが、積雪により支障

をきたすことがあります。�

　積雪の場合は、各家庭で水道メーター周辺の除雪に協力をして

いただきますようお願いします。�

　「はつらつ運動教室」は平成15年度から毎年行っている教室で、

血圧やコレステロール、血糖値などの改善に取り組む人を中心に

総合健康福祉センターで行っています。�

　内容は、ウエルビクス運動とレクリエーションなどを組み合わ

せて行い、運動による生活習慣病予防を学習しています。�

　教室は11月から１月の金曜日、午後２時～４時に行い、２時間

しっかりと身体を動かすことができます。�

　現在30名程度の方が教室をご利用いただいています。参加はい

つでも受け付けていますので、興味のある方は福祉保健課にご連

絡ください。�

　また、はつらつ運

動教室が終了する２

月以降は自主活動（は

つらつ運動クラブ）

で運動を継続してい

ますのでこちらもぜ

ひご利用ください！�

問い合わせ先　役場福祉保健課：電話75－6111　担当：加藤敦子�



発行／江府町役場� 編集／町民生活課　印刷／冨士印刷（有）�
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475�
TEL（0859）75－3223　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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毎月１日、15日は「交通安全にみんなで参加する日」です。�
思いやりの気持ちで、交通ルールを守りましょう。�

　12月18日、子供の国保育園で恒例のおたのし
み会が開かれました。�
　新型インフルエンザの流行で、全員そろっての
練習ができず、また、当日に欠席の園児もありま
したが、元気に出席した子どもたちは、先生たち
手づくりの衣装を身にまとい、熱演を繰り広げて
いました。�

おたのしみ会おたのしみ会�おたのしみ会おたのしみ会�おたのしみ会�
子供の国保育園�


